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上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

722 施策 文化財の保存と活用

博物館事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1

市民ニーズ、社会的役割
企画展では市民参画や学校教育との連携やユニバーサルミュージアムの機
能も強化しつつ実施している。平成29年度に収集した現代の宗教芸術家とし
て著名な西村公朝氏の作品を積極的に公開することで展示の新たな魅力を
発信していく。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 公開展示事業 文化財保護課
文化財の調査研究の成果として年６回の企画展を開催し、資料を展
示公開し、解説書なども刊行する。展示の理解を深める講演会など
の普及活動を実施する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

9,585
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

開館から25年以上が経過し、外壁及び建物に付随する電気、機械、空調設備
の老朽化が進行しており、施設の機能を維持するために設備の更新、補修が
必要。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 施設管理事業 文化財保護課 吹田市立博物館の管理運営を行う。
事業の一部が法

定事務

（千円）

72,019
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

薬品を使用しない良好な資料保管方法として害虫の誘引物の除去、進入経路
の遮断、生息調査などによる、早期発見・大量発生防止にも努めている。

平成 30 年度

継続

実施区分

③ 収蔵保管事業 文化財保護課
新たに収集した資料について殺虫・殺黴のくん蒸処理を行う。また、
収蔵庫に保管されている資料についても収蔵庫全体のくん蒸処理（３
年に１度）を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,648
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

今後も幅広い市民ニーズに応えるように、さまざまな連携による事業展開とと
もに、業務時間の確保が課題である。

平成 30 年度

継続

実施区分

④ 調査研究事業 文化財保護課
吹田市に関係する文化財の価値判断を行うため調査研究し、その成
果を展示公開したり、刊行物として公表し、資料は必要に応じて収集
する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,284
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課


